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①どの自治体も少子高齢化や景気低迷などにより厳しい財政状況である。 

②建物・設備の更新時期が一斉に訪れており、耐震化が図られていない施設も多い。 

③利用者ニーズの変化に公共施設が対応しきれていない。 

問題提起 

長寿命化を考

慮した維持補

修ができてい

ない 

耐震化が必

要な施設が

多い 

建物・設備の

更新時期が一

斉に訪れてい

る 

適正な受益者

負担がなされ

ていない 

本質追求 

 
① 管理体制の確立 

② 公共施設適正管理準備基金の創設 

提  言 

過去の経緯

から廃止し

にくい施設

がある 

施設の設置目

的や補助金の

縛り等があ

り、施設の有

効利用がなさ

れていない 

厳しい財政

状 況 の た

め、必要な

施設運営費

を確保でき

ない 

効率的な公共施設管理運営方策の確立について 

②公共施設の管理の

あり方について 
③公共施設の利用に

ついて 
①予算編成における問

題点について 

計画的な施設管理

ができ施設管理コ

ストの平準化が図

られる 

財政負担の

軽減 

 

施設の有効

活用 

公共施設の長寿

命化 

 

市町村合併に

より重複した

施設がある 
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